
　買い物前はもちろん、普段から
冷蔵庫や食品置場の整理とチェッ
クで買い過ぎを防止しています！
　今回、食品廃棄物組成分析調査
の結果を見て、まだ食べられる食
品がたくさん捨てられていることに
心が痛みました。そのような未利用
食品の活用方法を調べていると、

亀山市に食品を寄付することができる団体（亀山
みんなの食堂）があることを知りました。期限内に
食べきれないときは、活用してみたいと思います。

ごみダイエット
サポーター
長谷川さん

亀山みんなの食堂

亀山市の食品廃棄物の内訳（令和２年度）
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　今回の食品廃棄物組成分析調
査の結果を知り、たくさんの食品
が捨てられていることにショックを
受けました。廃棄物の中には旬の
野菜などもたくさん見つかり、作り
手の気持ちを考えると、非常に残
念に思います。旬の野菜や果物は
おいしく、栄養価も高いので、捨て

てしまうのはもったいないです！
　食品ロスは、保存方法を工夫すれば、減らすこ
とができます！例えば、賞味期限が近づいて風味
が落ちてしまった食パンは、冷凍後おろし金で削
ると、パン粉として使用することができます。家に
たくさんあると思った食品は、消費・保存する方法
を早め早めに考えてみてください。

ごみダイエット
サポーター
服部さん

☎080－6813－4088（午後６時～10時）
minnanosyokudo@gmail.com

　令和２年12月、家庭から出る食品廃棄物の内訳や食品ロスの量を把握するため、市として初めて食品廃棄物組成分析調
査を実施しました。今回の調査における食品廃棄物の内訳を見ると、住宅地域（郊外）と住商混在地域の食品ロスの量が比較
的多く、農村地域では、直接廃棄、食べ残しともに少ない結果となりました。

ごみダイエットサポーターが食品ロスを減らすために日ごろ行っていることや、
食品廃棄物組成分析調査結果の感想などを紹介します！

問合先 環境課廃棄物対策グループ（☎82－8081）

　「食品ロス※」は、全国で年間612万トンに上り、日本
人１人１日あたりに換算すると、約132ｇ（お茶碗約１杯分
のご飯）を捨てていることになります。（農林水産省及び
環境省「平成29年度推計」より）
　さらに、生産時に使用された水や飼料、輸送エネル
ギーなどは、その食品を廃棄した場合すべて無駄にな
り、廃棄するためのエネルギーも必要になります。また、
それらの過程で発生した温室効果ガスは、地球温暖化
など地球環境に大きな影響を与えています。みんなの
大切な地球を守るために、食品ロスを減らしましょう！
　※食品ロス…本来食べられるのに捨てられている食べ物のこと

直接廃棄 食べ残し 調理くず等
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※本調査では、「直接廃棄」と「食べ残し」を食品ロスとしています。

食品ロス

29.2％

　市では、新型コロナウイルス感染症の総合対策を一層
推進するため、「地域経済の支援」、「感染拡大の防止と
ウィズコロナ対策」として、緊急政策パッケージ（第７弾）を
展開します。

緊急政策パッケージ
第7弾 7,057万円

総　額

新型コロナウイルス感染症対策
「緊急政策パッケージ（第7弾）」

地域経済の支援 6,400万円
産業振興課商工業・地域交通グループ（☎84－5049）事業継続緊急支援制度の創設 問合先

感染拡大の防止とウィズコロナ対策 657万円
長寿健康課新型コロナウイルスワクチン接種室（あいあい　☎98－5565）ワクチン接種に向けた体制の確保

新型コロナウイルスワクチン接種において、高齢者の早期接種への対応やコールセンターの開設など体制の確保を図ります。

新型コロナウイルス感染症による地域経済への影響が長期化する中、売り上げが減少し、融資による資金繰りを行っている
事業者に対して、事業継続の後押しをするため、法人は20万円、個人事業者は10万円の支援金を支給します。

問合先

　市では２月８日、新型コロナウイルスワクチン接種の推進について万全を期すた
め、「新型コロナウイルスワクチン接種推進本部」を設置するとともに、ワクチン接種
を迅速かつ効率的に行うため、長寿健康課に「新型コロナウイルスワクチン接種室」
を設置しました。
　現在、国が示している接種順位を基準として接種開始準備を早急に進めています。
最新情報は広報や市ホームページ等で発信していきますのでご確認ください。

「新型コロナウイルスワクチン接種室」を設置しました

新型コロナウイルス
ワクチンについて
詳しくは、
市ホームページを
ご覧ください。

給付額　法人：20万円　個人事業者：10万円
対象者　次のすべてに該当する事業者
①市内に本店、支店または営業所があること
②新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２年２月１日
～令和３年２月28日の間において、次の融資を受けている
こと

▽三重県中小企業融資制度（セーフティネット資金、三重県新
型コロナウイルス感染症対応資金など）

▽日本政策金融公庫（小規模事業者経営資金、生活衛生関係
営業経営改善資金特別貸付など）

▽商工組合中央金庫（新型コロナウイルス感染症特別貸付）
※新型コロナウイルス感染症対策以外の融資を受けている人は、
申請できません。

※申請は、１事業者につき１回限り

申請期間　２月16日（火）～３月15日（月）必着
※申請期限を過ぎて提出された場合や書類に不備がある場合
は、受付ができませんのでご注意ください。

申請方法　申請書に必要事項を記入の上、提出書類を添えて産
業振興課商工業・地域交通グループ（〒519－0195　本丸
町577）へ郵送してください。
　提出書類について詳しくは、電話でお問い合わせいただくか、
市ホームページをご覧ください。
　

https://www.city.kameyama.mie.jp/
docs/2021020900024/
　※配達確認ができる簡易書留郵便等をお勧めします。
※封筒裏面には、差出人の住所、氏名等を必ず記載してください。
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